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	応用
	抗原情報
	背景
	ミトコンドリア脱共役タンパク質（UCP）は、ミトコンドリア陰イオン輸送タンパク質（MACP）ファミリーのメンバーです。UCPは、ミトコンドリア陽子漏出とも呼ばれる熱としてエネルギーを消費することで、酸化的リン酸化とATP合成を分離します。UCPは、ミトコンドリア内膜から外膜への陰イオンの移動と、外膜から内膜への陽子の移動を促進します。また、哺乳類細胞におけるミトコンドリア膜電位を低下させます。UCPの種類によって組織特異性があり、UCPがH+/OH-を輸送する正確な方法は分かっていません。UCPは、MACPの相同タンパク質ドメインを3つ含んでいます。この遺伝子は多くの組織で発現しており、骨格筋で最も多く発現しています。非ふるえ熱産生、肥満、糖尿病に関与していると考えられています。染色体順序は5'-UCP3-UCP2-3'です。[provfunction:UCPはミトコンドリア輸送タンパク質であり、ミトコンドリア内膜を介したプロトンリークを引き起こし、酸化的リン酸化とATP合成の共役を解除します。その結果、エネルギーは熱の形で消散します。,多型:UCP2の遺伝的変異は肥満感受性に影響します[MIM:607447]。BMIQ4（Body mass indexquantitative trait locus type 4）とも呼ばれます。肥満は西洋社会で最も一般的な栄養障害です。,類似性:ミトコンドリア輸送体ファミリーに属します。,類似性:3つのSolcarリピートを含みます。,サブユニット:プロトンチャネルを形成する二量体として機能します。,組織特異性:マクロファージに富む組織を含む成人の組織で広く発現しています。白色脂肪組織と骨格筋に最も多く発現しています。
	研究分野
	がん; がん代謝; 代謝シグナル伝達経路; エネルギー代謝の統合; 代謝; 経路とプロセス; エネルギー伝達経路; エネルギーの統合; 肥満
	画像データ
	

	パラフィン包埋ヒト肺癌組織における UCP2 抗体の免疫組織化学分析。
	

	パラフィン包埋ヒト肺癌の免疫組織化学染色。抗体は1:100（4℃、一晩）に希釈した。抗原賦活化には、高圧高温トリスEDTA（pH8.0）を使用した。抗体から得られたネガティブコントロール（右）は、免疫原ペプチドで前処理した。

